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不定方程式の逆算・２ 

 

ある地域では，１円，２円，３円，…９円，１０円，１１円，…と，円の単位で整数の額面の金券が流通

しています。 

 

（１）１５０円と３００円と１５０円の金券で，合計１０００円となる枚数の組みあわせは何通りあります

か。下の表を使って，１０円の金券の枚数ごとに求めなさい。たとえば，１０円の金券が１００枚の場

合，１５０円と３００円の金券で１０００－１０×１００＝０（円）となる組みあわせは１通り（どち

らも０枚の場合）あります。表はすべてつかうとは限りません。 

 

 

 

10 円券 100 枚 85 枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚 合計 

組みあわせ １通り 通り 通り 通り 通り 通り 通り 通り 通り 

 

（２）１０円と１５０円と３００円と３９０円の金券で，合計１０００円となる枚数の組みあわせは何通り

ありますか。 

 

 

 

（３）１０円と１５０円と３００円と２００円の金券で，合計１０００円となる枚数の組みあわせが４９

通りあるとき，２００にあてはまる整数を全て答えなさい。 
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不定方程式の逆算・２ 

（１） 

10 円券 100 枚 85 枚 70 枚 55 枚 40 枚 25 枚 10 枚 枚 合計 

組みあわせ １通り １通り ２通り ２通り ３通り ３通り ４通り 通り 16 通り 

（２）２７通り （３）１７，３４，８５，１７０ 

 

（１）１０００円と１０円の金券の金額の差額を，１５０円と３００円の金券の組みあわせで作るので，下

のようになります。 

 

10 円券 100 枚 85 枚 70 枚 55 枚 40 枚 25 枚 10 枚 枚 合計 

差額 ０円 150 円 300 円 450 円 600 円 750 円 900 円   

組みあわせ １通り １通り ２通り ２通り ３通り ３通り ４通り 通り 16 通り 

 

（２）（１）は，１５０円と３００円の金券の合計額ごとの場合分けになっています。この点に注目をして，

１０００円から１５０円と３００円の金券の合計額を引いた残りを３９０円と１０円の金券で作るこ

とを考えます。 

たとえば，１５０円と３００円の金券の合計額が１５０円の場合，枚数の組みあわせは 

（１５０円，３００円）＝（１，０）の１通りで，１０００－１５０＝８５０，８５０÷３９０の商は

２なので，３９０円と１０円の金券の組みあわせは，３９０円の金券が２～０枚の３通り，よって，１

×３＝３（通り）です。 

１５０円と３００円の金券の合計額が４５０円の場合，枚数の組みあわせは 

（１５０円，３００円）＝（１，１），（３，０）の２通りで，１０００－４５０＝５５０， 

５５０÷３９０の商は１なので，３９０円と１０円の金券の組みあわせは，３９０円の金券が１～０枚

の２通り，よって，２×２＝４（通り）です。同様にして残りの場合も求めると，下のようになります。 

 

150/300円券 ０円 150 円 300 円 450 円 600 円 750 円 900 円 

組みあわせ １通り １通り ２通り ２通り ３通り ３通り ４通り 

残り 1000 円 850 円 700 円 550 円 400 円 250 円 100 円 

÷390 の商 ２ ２ １ １ １ ０ ０ 

組みあわせ ３通り ３通り ４通り ４通り ６通り ３通り ４通り 

 

   ３＋３＋４＋４＋６＋３＋４＝２７（通り）です。 
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（３）おおまかに検討をつけてさがしていきます。 

 

  〇２５０円の場合…以下のように，３７通りです。 

150/300円券 ０円 150 円 300 円 450 円 600 円 750 円 900 円 

組みあわせ １通り １通り ２通り ２通り ３通り ３通り ４通り 

残り 1000 円 850 円 700 円 550 円 400 円 250 円 100 円 

÷250 の商 ４ ３ ２ ２ １ １ ０ 

組みあわせ ５通り ４通り ６通り ６通り ６通り ６通り ４通り 

 

  〇２００円の場合…以下のように，４４通りです。 

150/300円券 ０円 150 円 300 円 450 円 600 円 750 円 900 円 

組みあわせ １通り １通り ２通り ２通り ３通り ３通り ４通り 

残り 1000 円 850 円 700 円 550 円 400 円 250 円 100 円 

÷200 の商 ５ ４ ３ ２ ２ １ ０ 

組みあわせ ６通り ５通り ８通り ６通り ９通り ６通り ４通り 

 

  １７０円の場合に，以下のように４９通りになります。 

150/300円券 ０円 150 円 300 円 450 円 600 円 750 円 900 円 

組みあわせ １通り １通り ２通り ２通り ３通り ３通り ４通り 

残り 1000 円 850 円 700 円 550 円 400 円 250 円 100 円 

÷170 の商 ５ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

組みあわせ ６通り ６通り 10 通り ８通り ９通り ６通り ４通り 

 

  さらに１７０の約数も考える必要があります。というのも，例えば１７０の約数の１７円の金券の場合，

１０円，１５０円，３００円，１０００円はみな１０の倍数の金額なので，１７円の金券は１０枚セット

の１７０円単位で使うことになります。よって，１７０の約数のうちで，その数と１０の最小公倍数が 

１７０になる，１７，３４，８５も答えとなります。 
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